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概 要 

視察日程及び視察先 

令和７年１月 21日（火） 

① 福岡県議会 （福岡県福岡市博多区東公園７-７） 

② 福岡県男女共同参画センター あすばる 

（福岡県春日市原町３丁目１-７ クローバープラザ内） 

 

令和７年１月 22日（水） 

 世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群 

③ 海の道むなかた館（福岡県宗像市深田 588 番地） 

④ 宗像大社（境内） 

⑤ 宗像大島 

 

参加者 

横倉 廉幸議員、大橋 一功議員、坂上 敏也議員、前田 洋輔議員、上田 健二議員、 

みよし かおる議員、奥村 ユキエ議員、森田 彩音議員 

（合計８名） 

 

目 的 

 近年のインバウンド需要を受け大阪府においてもオーバーツーリズム対策に注目しており、

地域住民の協力や理解が得られる観光施策が重要と認識している。本視察では、福岡県の観光

振興指針に位置づける基本戦略の内、持続可能な観光（観光ＳＤＧｓ）の推進を中心に、観光施

策のこれまでの成果、今後の目指す方向性について調査、研究する。 

また、新福岡県立美術館では、整備事業についてこれまでの経緯や事業内容について伺い、

地方自治体や地域が所有する美術・芸術作品等をどのように後世に継承していくかということを

軸にして、県立美術館の役割や考え方について調査する。 

併せて、福岡県男女共同参画センターあすばるでは、主に発災時における女性防災リーダー

について、世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群では観光資源としての世界遺産の活

用についての視察を行い、府民文化部会が扱う府政の諸課題ついて、包括的に調査、研究を実

施する。 

 

 



 2 / 19 

 

内 容 

① 福岡県議会 

１ 第三次福岡県観光振興指針について  

説明者：商工部観光局観光政策課／係長 古澤 輔 

・経緯 

H28.12 観光王国九州とともに輝く観光振興条例 制定（議員提案） 

      ※総合的かつ計画的に実施することと記載 

H29.7 福岡県観光振興指針策定 

      ※R6〜R8 計画期間 

→九州観光地域戦略（九州観光戦略会議策定）アクションプランの期間 

とも連動 

 

・現状と課題（現状：2023.5 時点）  

延べ宿泊者数 2100 万人（全国 9 位）、外国人のべ宿泊者数 500 万人（全国 5 位）で、

コロナ前比較（2019 年比）が 118％（全国 2 位）となっており、外国人宿泊者数の伸

び率、回復傾向が顕著。 

 

（課題 1）モバイル空間統計（docomo）を使用、携帯電話の基地局情報をもとに人流測

定をすると、政令市に集中している。日本人 50％、外国人 80％ともに福岡市に宿泊

者、訪問者が偏っていることがデータで見て取れる。県土の均衡ある発展の観点か

ら、周遊宿泊をしてもらうことが課題となっている。 

 

（課題 2）外国人観光客に偏りがあり、韓国が 45.2％となっている。カントリーリスク

に対応できるようにすることが課題となっている。アジア圏では認知度はあるが、欧

米豪など世界からの認知度を向上させる必要がある。 

 

（課題 3）県土が広い特性、幹線から各地域に訪問する際の移動手段が少ないというこ

とが課題となっている。このため、２次交通を充実させる必要がある。 

【日本人旅行者限定でアンケート調査】 

  ・政令市以外を訪問：自家用車・レンタカーを使用 63.5％ 

  ・政令市を訪問：公共交通機関のみ利用 61％ 

   ※政令市以外の周遊促進のためには観光地に至るための交通の確保が必要 
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・第三次観光指針の目指す姿 

◯つながる福岡観光 

交通や言語で繋がり、市町村、九州、全国とつながる九州一体となったポロモーシ

ョン。地域の市町村と新たな観光資源を創出し、全国各地とつながることでより福

岡の観光魅力を高める。 

◯観光客のニーズとつながる 

  SNS デジタル情報発信、ターゲットを絞った情報発信 

 ◯地域の学び、働いてる方とつながる 

  将来の人材確保 ⇒地域観光の担い手となっていただく 

 

【基本戦略】 

インバウンド需要の取り込み／リピーター確保と県内周遊促進／稼げる観光産業へ観

光 DX の推進／持続可能な観光の推進 

 

・施策の柱と方向性 

(1) 受け入れ環境の充実 

・誰もが快適に観光できる基盤をつくる 

 →福岡空港国際線・博多駅に多言語翻訳機の設置 

案内所の受け答えを容易にすること、会話ログデータを分析しトレンドを把握 

 →ユニバーサルデザインタクシーの導入  

 →宿泊業の生産性向上支援 

  宿泊業の専門アドバイザー派遣を行い個別に経営支援・設備導入支援 

・地域との調和を図る 

・未就航路線の戦略的誘致 

 

(2) 観光資源の魅力向上 

・魅力ある観光地域づくり観光資源の開発 

 尖ったコンテンツ・世界文化遺産日本遺産などを使ったコンテンツづくり 

ワンヘルス：人と動物・観光の健全性を一体的に守っていく 

 →教育旅行の造成 

体験交流・滞在型観光 

 →サイクルツーリズム・アドベンチャーツーリズム 

 →長期滞在・高付加価値化な旅行商品の造成 

・新たな観光地域づくりの推進 

 →政令市以外への訪問 

 →県内 6 地域、複数市町村で構成する広域観光エリアの設定 
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 →エリア内で各市町村が、地域に根ざした伝統文化・地域の特色をふまえ 

  テーマをつくり、そのテーマに基づく体験プログラム・イベント 

  ※令和 6 年度は 6 エリアの情報発信拠点整備に取り組んでいる 

・サイクル・トレイルツーリズムを推進 

 2023 年からツールド九州を開催 

 →国際サイクルロードレースの取り組みを生かし海外からのサイクリストの誘客 

 →台湾・韓国・豪州のサイクリストの誘客促進、ファムトリップに取り組む 

 →多言語化の支援・宿の手配・レンタサイクル・ガイド・ルート設定  

  総合的にプランニングする窓口を設置  

  ※サイクリストにとって利便性の高いものをつくっているところ 

 

(3) 戦略的なプロモーション 

・デジタルプロモーションの推進 

 SNS の活用、多角的に刺さる情報発信、食文化、大規模イベント 

・九州一体・九州観光機構と連携したプロモーション 

・県内の安定的な観光需要の喚起 

 地域的な平準化→周遊の促進 

 平日宿泊の推進→教育旅行 

◯福岡・大分デスティネーションキャンペーン 

 よかばす 

 →旅行会社が造成する県内周遊バスツアーをホームページで情報発信 

 →そこから予約サイトにアクセスできるような取り組みを支援 

 ※バスツアーに参加することで足の課題を解決 

◯平日閑散期の県内宿泊に対する助成 

◯地域別の戦略的なインバウンド 

・欧米豪における認知度向上 

イギリス：ロンドンパリ訪問団派遣に合わせたセミナー・交流会 

フランス：インフルエンサーを活用し歴史文化伝統工芸の発信 

     世界的グルメ情報サイトアリストの国内授賞式で知事が魅力発信 

アメリカ：統工芸品のクルメガスリの工房と連携しオンラインで学び、 

実地で染物体験→クラフトツーリズム 

オーストラリア：現地の旅行会社と連携し、窓口を設置しつつ、修学旅行の誘致に 

向けた学校関係者を招聘したファムトリップに取り組む 

アジア：インフルエンサーを活用し、観光エリアの紹介動画の作成 

   タイ：バンコクで開催した福岡フェアで商談会、 

篠栗の涅槃像はタイ人で溢れている 
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  ※何が刺さるかというのは各国によって異なる 

 

◯伝統工芸品のファンを増やし販路拡大を図る 

  インスタでファンクラブをつくりフォロワーに産地を巡るツアーを提供 

  パリでテストマーケティング 

 

(4) 観光振興の体制強化 

・各地域の観光を支える人材づくり 

 大学や企業と連携して中核人材の育成 

・観光環境産業への就職促進 

・ボランティア、有償ガイドの育成 

・デジタルマーケティング→データを活用した PDCA サイクル 

・県内 14 の DMO が自前で稼げるよう新たな事業の創出支援 

・宿泊税の一部を市町村へ交付、財政的支援 

◯事業者向けに人材確保支援セミナー 

 人材確保に関するノウハウ、外国人労働者の雇用に関する手続き 

 インターンシップマッチング 

 合同会社説明会の開催 

 九州産業大学と連携した中核人材の育成 

 →大学が実施するリーダー育成プログラムへ県の人材を派遣 

◯宿泊施設の従業員を対象としたおもてなし研修の実施 

◯ビッグデータを活用した旅行実態の把握 

 →金融機関の決済データを活用したデータ分析 

※指針の方向性に従い各種施策を展開し、より多くの方に福岡を訪れていただけるよ 

うプレゼンスを高め、観光振興を進めているところ。 

 

 

質疑応答 

上田議員：観光分野において福岡県と福岡市との役割について、それぞれの棲み分けは

どのようなイメージか？ 

回  答：施設整備・受け入れ環境整備については県と政令市で役割分担をしている。

海外向けの情報発信については一体的に行なっている。 

上田議員：多言語翻訳機、会話ログデータなど県での取り組みか？ 

回  答：県で行なっている。 

上田議員：誘客促進について誘客窓口の設置は海外に窓口があるのか？予算規模は？ 

回  答：地の旅行会社に県から委託している。予算は全体で 1000 万とか 2000 万かと 
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みよし議員：宿泊税の市町村への交付について、エリア別の取り組みに向けて交付して

いるのか？ 

回   答：エリア別の取り組みについては県予算で行なっている。宿泊税 200 円のう

ち 100 円分相当を原資として、政令市を除く 58 全ての市町村に一定のル

ール（宿泊者ベース）に従い交付。市町村の創意工夫や課題に対して活用

している。 

 

大橋議員：宿泊税基金についてどう思うか？ 

回  答：制度設計時に基金をつくっている。福岡市も同様。一方、北九州市はつくっ

ていない。福岡県の場合は、観光振興の財源という観点から法定外目的税と

して明確に切り分けている。 

 

森田議員：ファムトリップの取り組みについて、もうすでに修学旅行として来ているの

かどうか？なぜ豪州にしたのか？ 

回  答：県施策とする前にリサーチする中で、オーストラリアの教育旅行がニーズと

してあるのかなというところで事業化したところ。 

森田議員：訪日ベトナム人消費額について、全国平均が 17 万円に対し福岡県が 23 万円

となっている要因について 

回  答：データとしてそう出ているところで、なぜかという分析までできていない。

金融機関のデータで見えてくるかもしれない。 

 

みよし議員：観光の平準化について宿泊旅行代金の 20％割り引かれることについての予 

算や事業の評判、効果について。12 月から 2 月の期間が旅行客数が落ちる

のかどうか？ 

回   答：令和 6 年度は 1 億 5000 万円の予算、20％割引だが上限が 3000 円。事業

者からは好評。県域の宿泊者数に多少なりとも貢献してるかと。正月休み

を除く 12 月から 2 月は稼働率が落ちているデータがある。 

 

大橋議員：クルーズ船の誘致についてどう取り組んでるか？ 

回  答：クルーズ船の誘致については別枠であるが、クルーズ船の方々というのは寄

港して周遊してそのまま出ていく。距離的時間的制限がある中で、最大の課

題感と  して持っている政令市外への周遊促進、宿泊促進というテーマか

らすると少し  落ちる。福岡市ではクルーズ課があり窓口として積極的に

取り組んでいる。 
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森田議員：在日インフルエンサーについて、どのようにして見つけているのか？ 

回  答：事業者を経由や県の事業などで知ってる方を使うなど、まちまち。工程につ

いては県が決めているが、発信についてはインフルエンサーに任せている。 

 

① 福岡県議会 

２ 新福岡県立美術館整備事業について  

説明者：人づくり・県民生活部 文化振興課 新県立美術館建設室 

参事   楠井 隆志 

企画主幹 西迫 健徳 

企画主査 酒井 信之 

 

・経緯 

H28.12 観光王国九州とともに輝く観光振興条例 制定（議員提案） 

      ※総合的かつ計画的に実施することと記載 

H29.7 福岡県観光振興指針策定 

      ※R6〜R8 計画期間 

→九州観光地域戦略（九州観光戦略会議策定）アクションプランの期間 

とも連動 

 

・概要説明 

 2029 年の開館に向けて 

・基本設計の概要（令和 6 年策定） 

 昭和 39 年：福岡県文化会館、図書館と美術館の機能を併せ持った施設が開館 

 昭和 60 年：文化会館を改装し、福岡県立美術館として開館 

  →元々美術館としてできた建物ではなく、手狭にもなってきたので新たな美術館  

が必要ではないかという機運が高まってきた。 

 令和元年：建設地が決定 

→県営大濠公園（日本庭園・武道館） 

  →敷地の６割を水面が占める公園で来園者数年間 100 万人 

  →現在の美術館について、面積 5200 ㎡で福岡市から無償貸与 

  →新たな美術館は面積 20000 ㎡で武道館と日本庭園の敷地を活用 

 令和 4 年：設計者の選定 

→隈研吾  
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※特徴 

  →地域と人々をつなぐ場として公園と敷地が一体感のある形 

・アーバンスリット：建物をくぐることによって公園と街をつなぐ 

  ・メディアヴォイド：美術館建物の色々な部屋に繋がる機能 

    （上記は、設計者が考えた言葉） 

  

令和 5 年：設計者と県民の第一回ワークショップを開催「くまさんと語りあおう」 

      小さな子供からお年寄りまでが参加 

 令和 6 年：第二回ワークショップを開催「くまさんと考えよう」 

      中学生がグループワークの最後に成果発表 

 令和 7 年：第三回ワークショップ「くまさんと歩いてみよう」 

      現地を見ながら VR ゴーグルをつけて完成イメージを体感 

 令和 8 年度〜10 年度：工事予定 

 令和 11 年度：開館予定 

 

質疑応答 

奥村議員：総工費について。アーバンスリットで区切ったレストラン・ショップと美術

館について。 

回  答：まだコスト計算してるところだが、設計公募の際のプローポーザル時で税抜

147 億円美術館の開館の時間に縛られずに利用できることがメリット。24 時

間開放してるということで街の賑わいにも貢献していきたい。 

 

森田議員：資料の QR コードについて。 

回  答：計画等については一律記載となっている。 

 

みよし議員：ハード整備の際、福岡県ではワークショップなどよく取り組んでいるの

か？また、美術に興味のないような人でも楽しめるようにつくっているの

か？ 

回   答：設計者の方からの提案。設計者の方から美術に興味のない人でも喜んで来

ていただける施設にしたい。という考え方を聞かせていただいた。担当と

しては、県民に開かれた公園につくる施設なので、いろんな人に来ていた

だけるようにアクセスや中身についてもそういう方向にできていったらい

いなと思ってる。 

みよし議員：費用がかさむことから、議会の賛同を経るための説明についてはどうして

るのか？ 
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回   答：こまめに行なっている。資料についても県議会に報告したのちに配布を行

なっている。 

 

横倉議員：市立美術館に隣接する形での建設は意図したのか？ 

回  答：建設候補地についての議論の中で決まってきた。政令市と張り合うといった

意味ではなく、お互いに協力し合って開館に向けて取り組んでいけたらと考

えている。共通チケットの販売や整備する地下駐車場について、公園や市立

美術館の利用者にも使っていただけたらと考えている。 

 

前田議員：平成 20 年に必要性の提言、平成 27 年に構想委員会が立ち上がり報告提言を

行い、令和元年に建設地が決定、ということで時間がかかった理由につい

て。また、事業化に向けて加速した理由について。また、新たな美術という

ものに対して今回の設計にどう反映されているのか？ 

回  答：当初の委員会の報告提言から順調に進まなかったのは事実。話の進め方や体

制など色々な問題点があったと考える。教育委員会から知事部局に整備事業

を移したこととその後に建設地が決まったことが大きかったのではと考え

る。それまでは、立てる場所を決めないまま構想を練ったりしていた。立て

る場所を決めないと前に進まなかったのではないかと考える。 

 

以 上 

 

視察の様子 
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② 福岡県男女共同参画センター あすばる 

説明者：野田センター長、事務長、総務課長 合計 3 名 

 

・事業内容 

男女センター・人権センター・福祉センターの３つのセンターで構成 （宿泊施設もある） 

施設の管理は、指定管理者。福岡県男女共同参画センターは、福岡県の男女共同参画推進

の拠点施設として 1996 年 11 月に開館。 

・運営者 (公財)福岡県女性財団 

・名 称 あすばるは『あした』と『すばる』からとった名前 

・職員体制 センター長、県からの職員が 5 人、付託職員 13 人の合計 19 人で事業運営 

・事業概要 

あすばる〜んの情報誌（年 4 回）を発行等の情報収集・提供 

各種男女の悩みの相談支援（電話、メール等での相談もある） 

各分野での男女共同参画セミナーの人材育成  

 

・役割分担 

(1)男女センターは地域向け事業 (2)福岡県庁の女性活躍推進課は企業向け事業 

・参加・交流の促進 

福岡県ジェンダー平等フォーラムは条例で定められた毎年 11 月第 4 土曜日を『男女共同

参画の日』として、毎年表彰式やゲストを招いてのトークショー等開催。今年度からの新

規事業で若者にジェンダー平等の理解深める為 30 人の高校生の発表会。『高校生ジェン

ダー平等ワークショップ』を実施。 

 

男女共同参画の視点をもった災害対応人材育成 

◯災害関連事業について 

災害対応力を強化する女性の視点 内閣府男女共同参画局のガイドラインを参考に 

福岡県地域防災計画では平常時からの取組について 

◯避難所体制の整備→災害発生時の対応力を培った女性リーダー等の育成・男女共同参画

部局の役割の明確化 

◯女性特有の問題への対応→女性のための相談の実施 

・実施内容 

◯行政職員のための男女共同参画セミナー 

・・・市町村職員対象に災害に強い地域づくりの講座 

◯男女共同参画視点の災害対応力向上講座 

・・・地域で防災活動をしている人、自治会役員、市町村男女センター職員 （これまで

約千人が参加…男女半々の割合）対象に避難所運営には女性の視点が欠かせない
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点の内容の講座を実施 

（説明）令和 3 年から実施これまで述べ 1000 人の参加者（災害講座は男女半々）災害を

きっかけにジェンダー平等について考えるきっかけになれた。計画に定められた人材育

成事業とは別に、実際災害が起きた時に、センターとしていつ、何をしないといけないの

か？シュミレーションが必要と改めて考えさせられた。2024 年 3 月に団体事業継続計画

BCP を策定に加えて災害時に市町村を支援する為に男女参画センターのする事の簡単な

マニュアルを作った。実際の避難所運営は市町村がする為、県としては立ち位置が遠い、

県としてできる事は平常時の備えを市町村に促す事が、「もっともやらないといけないこ

と」では無いか？避難所での性被害や暴力をみんなで防ごう等の暴力防止ポスター作成、

ホームページに掲載。 

◯『相互支援ネット』の活用…全国女性会館協議会が構築した、災害時に男女共同参画セン

ター等を結ぶネットワークシステム 年間 2 回の運用訓練に参加 

◯他県災害の情報収集 

 

・災害発生時のマニュアル作成 

◯災害発生直後からは 

県内男女センターの被害状況の確認 

相談窓口や暴力防止のポスターを避難所へ配布 

相互支援ネットへ情報提供 

被災状況、不足している物品などについて情報提供 

◯災害発生一週間前後の避難期の取組は… 

女性のための相談窓口の実施 

②被災地の避難所を訪問…避難所の運営リーダーや避難中の女性から意見聴取→支援、避

難所運営に反映 

※確認ポイント：相談窓口や暴力防止ポスターの掲示、トイレ、男女別更衣室、物干し場、

授乳室、パーテーション、炊き出しが女性の役割に固定していないか） 

 

・実際 2017 年 7 月 5 日、6 日 九州北部豪雨災害が発生後 センターとしての取組 

HP で災害対応参考情報を提供（7／7） 

相互支援ネットへの情報提供（7・11） 

朝倉市の避難場（4 か所）を訪問し、聞き取り調査（7／17）等実行 

県の職員とセンター職員と合同で訪問  

避難所での気付き： 

ダンボールベッドやパーテーションが避難所にあったのにも関わらず、ほとんど使

われおらず、避難所リーダーの男性によると『みんな顔見知りやから水臭い関係では

ないからパーテーションは不要』の判断。これは本当に全員の意見だろうかと疑問が
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残った。 

朝倉市の災害直後から全ての避難所で暴力防止ポスターを掲載 

（熊本市の男女センターから朝倉市に提供されたもの）一年前の熊本地震発生時、後

の熊本市の避難所運営の講演会に参加した朝倉市の職員がポスターを使いたいと申

し出があって素早いポスター掲示に繋がった。災害時には性暴力や DV が発生する

可能性があるので、注意喚起の為にポスター掲示が大切。道路が遮断され物資支援が

遅れる可能性があるので、予めポスターを備蓄品として保管する事が重要。 

 

まとめ 

災害対策は定期的に講義を開催したり、呼びかける事で防災意識が高い状態を維持し続

ける事が大切 今年は阪神大震災から 30 年の、これを機に防災対策を考える必要がある 

災害の備えについてみんなで考えるべき。 

 

 

質疑応答 

森田議員：避難所運営に関わる人材を育成されているが、その後の展開についてお伺いした

い。資格を与えるものではない。参加者は防災士の資格を持つ方が参加される 

地域の自主防災組織の方の割合が多い 女性の視点の気付きを知ってもらい、

共有してもらう その後の展開は追いかけていない。 

回  答：以前 2019 年には、不定期で女性会間協議会と一緒に地域での講師ができるよう

な『講師養成研修』を実施していた 参加費 9000 円かかるが、データや資料が

もらえて実際講師として講演ができる講座があった。その方々が地域で広げて

くれていると思う。福岡県では 60 市町村のうち、19 市町村に男女センターがあ

る。市町村が主体になるので、センターとしては、情報伝達以外に職員さん接ど

う対応できるのか、今後検討して参る。地域毎にセンターから出向いて講師派遣

していた 『現地塾』を開催時、受講された方が、その後の防災の成果の発表等

がある時に講師として活躍してもらった。 

森田議員：どのようにすれば研修に男女半々が参加できるのか？ 

回  答：参加者は防災士の資格を持つ方が参加される割合が多い 地域の自主防災組織

の方、既に地域で活躍をされている方が多い 

森田議員：避難所を男女分けるべきと思うがご意見をお伺いしたい。 

回  答：部屋に余裕があったら男女分けられている避難所がある（それぞれの避難所毎に

違う）女性だけじゃないと安心して眠れない、若い方の配慮が必要、朝倉市の避

難所でももしかしたら、一部屋『女性専用』があったかも？ 
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奥村議員：地方防災会議の女性委員は北九州市の女性比率が 5 割と高い理由は？ 

回  答：提示のデータが少し古い為、今は少し増えていると思うが、地域格差は大きい。 

地域性の可能性がある。審議会委員は今は少しずつ 3 割に近づいている。専門職

は探すの大変だがそれ以外はだんだん増えてきている。防災会議の女性の割合 

北九州市 41.7% 福岡県釜市 32.0% 大阪堺市 44%。 

 

大橋議員：男女共同参画だけでなくダイバーシティの考え方で LGBTQ 多様性について男

女センターはどう感じているのか？ 

回  答：法律は 『男女参画基本法』 福岡県でも『男女参画推進条例』基本は男女でだ

しているが施策の中ではジェンダー平等で対応。フォーラムは、昨年までは「男

女参画フォーラム」だったが、2024 年度からは名称を『福岡県ジェンダー平等

フォーラム』と変更。男女にとらわれずセミナー毎に対応している。 

大橋議員：公営住宅は女性同士 男性同士でも貸し出すのか？ 

回  答：パートナシップ制度を導入しているので、宣言されたカップルには対応している 

 

前田議員：ポスターでは、性被害、性暴力に関する表記があるが朝倉市の避難所では『DV』

と表記しているが、DV の要素があるのか？災害時、家族として助け合いのイメ

ージがあるのだが、どういうメカニズムで DV に発展するのか？ 

回  答：ストレスが溜まるとその吐口として夫が妻を殴るのがある 日頃はしないが、災

害時には自分も追い詰められて本音が湧き出て DV が増える。ポスターには避

難所が危ないと思わせない様な言葉選びをする。DV 相談専用窓口もある。まず

はポスター掲示で性被害、性暴力を防ぐのが最重要。警察に通報しますよ！ 

前田議員：携帯がない時は相談窓口にかけられず、避難所運営をされている職員さんに言え

ばつながるのでしょうか？ 

回  答：はい。その通りです。 

 

上田議員：避難所 60 箇所の温度差 それぞれの備蓄品はどうなっていますか？統一して人

口割にすべきと思うし、女性が求める視点で無駄な物がないと思う。出来ない市

町村をランキングにすれば格差が防げるのではないのか？防災部局では無い為

正確な数字は持っていない。市町村の個別の備品は把握していない。災害はいつ

起こるかわからないため、消費期限等もあって最小限しか備蓄しない市町村が

多い。 

 

以 上 
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視察の様子 
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③ 海の道むなかた館 

説明者；宗像市職員 

・施設概要及び視察の要点 

元は、玄海文化センター「アクシス玄海」という多目的な文化施設が改修されて生まれ

変わった施設で宗像市による運営。平成１５年に旧宗像市と旧玄海町が合併、平成１７年

に旧大島村も合併し、現在の宗像市となっている。ＲＣ造、地上３階、地下１階、敷地面

積は１１，０８２㎡、床面積は３，９７３㎡。来館者数は、Ｒ４が１１，２万人、Ｒ５が

１１，６万人、昨年は集計中だが、約１５万人の来客があった。隣接するむなかた大社は

年間約１００万人が訪問する。入館料は無料。最盛期はＨ２９で、１８万人の来館があっ

た。団体による来館は各年１割未満であり、一般の来客が９割を占める。 

施設の特徴としては、７ｍ×１８ｍの大型スクリーンの設置。『神宿る島』宗像・沖ノ

島と関連遺産群にかんする映像が放映されている。近隣にある「道の駅むなかた」は、地

産地消、地元の魚介類や農産物の販売により、九州でもトップクラスの売り上げがある。

宗像を訪れる方に、歴史、世界遺産、地域性などを的確に認識頂く為、また子どもたちの

教育の推進の為に貢献できる施設運営を目指す。 

以 上 

 

④ 宗像大社（境内）、⑤ 宗像大島 

説明者；宗像歴史観光ボランテイアガイド 山元氏 

・概要 

大島は宗像市神湊港渡船ターミナルから旅客船に乗って約 15 分。四方を海に囲まれ、

漁業を主とする。島内にタクシーは 1 台しかないため、観光でジャンボタクシーが必要

なときは、その都度本土からフェリーで配車するそう。レンタサイクル(電動)があり、

それを利用して島内を回っている海外旅行者たちを見かけた。平成 29 年に「宗像神社

中津宮」と「宗像大社沖津宮遥拝所」が世界文化遺産に登録された。 

 

＜宗像大社中津宮＞ 

宗像三女のうち湍津姫神(たぎつひめのかみ)が祀られている。宗像大社中津宮の境内

には天の川を挟むように彦星神社と織姫神社があり、日本における七夕伝説発祥の地と

もいわれており、毎年七夕祭には灯籠のあかりで幻想的な演出がされる。境内奥にはの

天の真名井という延命招福の湧き水があり、柄杓で飲めれるようになっている。天の真

名井の周辺は木々に囲まれひっそりしてとても神秘的であった。 
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＜宗像大社沖津宮遥拝所＞ 

神職以外は「沖ノ島」への渡島が制限されているため、沖ノ島の「宗像大社沖津宮」

を遥かに参拝するために建てられた拝所。天気の澄んだ日には直線上 48 キロ先に沖ノ

島を望むことができる。あいにく今回の視察では霞んで見ることができなかった。年に

2 度、大祭のときには閉められた社殿の扉と窓が開けられ、沖ノ島を望むことができ

る。 

 

＜砲台跡＞ 

玄海灘にうかぶ島々が一望できるよう、旧日本陸軍による昭和 11 年に、島北部の丘

陵地に建設された砲台の跡地。20 キロ先まで弾が届く大砲が据えられていたが、実際に

発砲されたことはないそう。観測所跡や倉庫跡などもそのまま残っている。周辺には草

原が広がり、緑のデザインモニュメントが飾られていたり、夏には一面に向日葵が咲

き、青い海とのコントラストとの絶景が写真スポットになっているそう。フェリー乗場

の待合い室に絶景の写真が飾られていた。 

 

まとめ 

本土から旅客船で 15 分(フェリーで 25 分)、一日に 7 往復の便があることから、日帰

りで十分観光できる。島の学校(大島学園という小中一貫校)の先生達も本土からの通

い。港周辺や島の北部に民宿が 10 件ほどあるが、休業している(冬という時期からかも

しれないが)ところが多い。若者が離れ高齢化が進むという島特有の問題は深刻である

が、観光資源、恵まれた自然や地の利を活かし、大事な歴史や文化を継承していくため

には、行政だけではなく、民間事業者と組んで新たな産業やブランディングが必要。 

 

以 上 
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視察の様子 

   

 

以上、ご報告いたします。 


